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【本学会設立の趣旨】

高齢者や障がい者およびその家族が住み慣れた

地域において継続して生活できるよう、保健・医療

の分野から、主として生活支援の視点で学術的・実

践的活動を行う。対象は高齢者・障がい者・障がい

児を含むあらゆる地域住民とし、地域理学療法の普

及と発展に寄与することを目的とする。

【主な学術領域】

1. 老年学を基盤とする領域

加齢、高齢者に対する機能評価と理学療法、介

護予防、転倒予防等を含む

2. 保健活動を基盤とする領域

健康増進、生活習慣病予防、高齢者および女

性の健康管理、集団評価と健康づくりのための

システム構築等を含む

3. 在宅支援領域

訪問（訪問リハ、介護者支援または負担軽減を

含む）

通所（通所型リハ）

施設（施設を生活の場とする慢性期・維持期リ

ハ） 就労・就学・社会参加（就学・就労支援、ス

ポーツ活動、権利擁護、アドボカシー）

制度（医療・介護・福祉制度、地域包括ケアシス

テムでの活動）

生活環境整備（住環境の評価・整備、福祉用具、

まちづくり政策形成）



地域理学療法学 定義

（学会原案）

地域理学療法学とは、動作や活

動への多面的な働きかけにより

人々が地域でのくらしを主体的に

つくりあげられるよう探究する学問。

地域理学療法学のイメージ図

地域理学療法学 実践領域
（多面的な働きかけ）

地域理学療法学では、個別理学療法に加え、互助・自助へ繋がるまで
のフォローアップ、仕掛けの効果検証などを推進


